
「RAPIDTMAnti-Spam」がもたらす管理の容易化
 他社製品と比較した誤検知率の優位性と、
 Eメールの専門性が導入の決め手
横浜ゴムと、同社の子会社でアプリケーション開発を行なうハマゴムエイコムは、急増する迷惑メール被害を改善すべく、2006年3月にミ
ラポイントの電子メールセキュリティアプライアンス製品『RazorGate®（RG100）』を導入。メールの約4割を占めるスパムを排除するこ
とに成功し、メールサーバの負荷軽減を実現した。そこには、ミラポイントが持つアンチスパムの独自機能と管理機能の柔軟性による検
知率の向上が、選択への大きなアドバンテージとなった。

ユーザー事例  I  エンタープライズ

顧客名　
　横浜ゴム株式会社

要求　
　－急増するスパム他迷惑メールの排除
　－誤検知のない高い精度
　－安定した運用性および柔軟な管理機能

ソリューション
　「RazorGate® 100（RG100）」

導入効果
　－全メールの4割を占めるスパムを排除
　－サーバ負担の軽減による高い業務持続性を
　　確保
　－「Mirapoint® RAPID™ Anti-Spam」による
　　管理者負担の軽減

ADVANブランドの世界展開

　高性能タイヤの「ADVAN」ブランドで、モ
ータースポーツの世界に確固たる地位を築く
横浜ゴムは、主力のタイヤ事業と、MB事業
（Multiple Business：工業・建築資材や航空
部品、ゴルフ用品の多角的な製品）で、独自の
先端技術を活かし事業を拡大している。現
在、世界的にタイヤ需要が急増する中、三島や
新城など国内5つのタイヤ工場のほかに、中国
やタイ、フィリピンなどの海外タイヤ生産拠点
を増強している。
　また、国内でいち早くタイヤのブランド戦略
を推し進めてきた同社は、欧州プレミアムカー
への新車装着採用を増やすとともに、FIA（国
際自動車連盟）公認のWTCC（世界ツーリン
グカー選手権）への、ワンメイク供給をしてい
る。その活動を通じて、ADVANの名をグロー
バル・フラッグシップ・ブランドとして本格的に
世界展開するとともに、乗用車用から航空機
用タイヤにおける各カテゴリーのトップブラン
ド戦略も加速しようとしている。

受け取るメールの4割が迷惑メール

　そのような好調さの中、同社は深刻な課題
を抱えることになった。2003年ごろから顕著に

なったスパムをはじめとする迷惑メールの急増
である。1日に届く３～４万通のメールのうち、実
に1万通前後が迷惑メールで占められるなど、
メールサーバやストレージを徐々に圧迫し始め
ていた。
　社内ユーザーからもスパムに対する苦情が
相次ぐようになったため、情報システム部はセ
キュリティ対策の一環として、IPS（進入防御シ
ステム）やウイルス駆除ツールを導入。
　しかし、それらはスパム駆除専門のツールで
はなく、ブラックリストへの登録を続けても、日々
新たなスパムが送られる状況であり、まさに“イ
タチごっこ”。一向に改善できなかったのであ
る。
　同社の情報システム部で、技術グループの
リーダーを務める大野淳一氏は、「個人差はあ
りましたが、1日に受け取るメールの4割が迷惑
メールともなると、業務が阻害されてしまうばか
りか、メールサーバダウンを引き起こすなど、も
はや看過できない大問題となっていたのです」
と当時の状況を打ち明ける。
　そこで同社は、それまでのソフトウェアベース
のツール以外に、スパム駆除を強化したアプラ
イアンス製品の導入を検討。2004年末頃から、
いくつかの製品の比較検討を開始した。ところ
が、どの製品も同社の求めるセキュリティレベ
ルを満たせない結果となった。「フィルタリング


